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　 目的 ： catechelestrogen ，と りわ け catecholestrone （2−

OHE
二）は ， 性周期 に お い て gonadotropin分泌に 係 る

一

因子 と され，排卵機構の 中で重要な役割を担つ て い る で

あ ろ うと推測 され る ．し か し
，

ヒ ト排卵周期に お け る そ

の 血中動態を下垂体 ・卵巣系 hormone との 関連下 に 検

討 した報告は未 だ 認め られない ．そ こ で radio 　mmuno
−

assay を 開発 した うえ，そ の 動態よ り排卵機構に 占め る

2・OHE 、 の 役割 を 明らか とする事を 目的と した ．

　方法 ： 〔6．7・3H 〕2。OHE1 は 〔6．7・：H 〕E
， を Fremyts

salt と反応 させ 合成 し， ま た 2−OHE
、

−17．CMO −BSA を

抗原 と し家兎 を 免疫 して 得た 抗血清 の 力価 は × 7，500

（v ！v ）で あ り，20〜2000pg範囲 の 標準曲線 を 作製し え

た．50％交叉率 は 2−OHE
，

： 20％，2−OHEs ： 0．37％，

4−OHE
，

：0．37％ で あ り，4・methoxy 　El
， そ の 他 とは O．1

％以下 で あつ た ．2−OHE
， は ascorbic 　 acid 添力9　plasma

よ り ether 抽出後，　 Sephadex　LH −20　column 　chrornato ．

graphy （benzene： methanol ＝9 ： 1
，
0．05％　ascorbic 　acid

含有）で分離精製 して RIA に供 した ．

　成績 ：卵胞期 ， 黄体期 に お け る2−OHE ， 濃度は そ れ ぞ

れ，27．5±5．7
，

28．2± 6．3pg！ml とほ ぼ一定 し，排卵

期 に は 69・0± 18．2pgfml とな る 明らか な ピー
ク を示 した

（n ＝ 8
， p＜ O．e5）．っ い で LH 　suTge を認め た 日 を 0 目，

そ の 前後を ± 1，± 2 日 と し，FSH
，　 LH と E2

，　E 、 動

態 と の 関連 を み る と，E，，　Ei の preovulatory　 surge は

一2〜− 1 日であつ た が ，
2・OHE

、 は それに や や遅れ て

一’1〜0 日で ピ ー
ク を形成 し，そ の 後 は 急減した ．ま

た ，17α OH −progesteroneは 2・OHE1 と一
致 した パ タ

ー

ソ を示 した ．

　結論 ： ヒ ト正常排卵周期 に お け る ．血 中2・OHE
， は，

（1） 排卵期 に ピ ーク を 形成 す る， （2） そろは LH
，

FSH 　 surge よ り早期 に ，しか も，　 （3） E2
，
　EL の preo’

valatory 　 surge よ りや や 遅延 し
， ま た ， （4） 黄体期に

お け る E2
，
　El 上昇パ タ

ーソ とは解離する．以上 の 成績

か ら，2−OHE 、 生成が排卵期に 至 り著 しく亢進 し，ひ い

て は それが gonadetr。pin 分泌 に 関与 して い る こ とが 示

唆 され る．

　質 問 　　　　　　　　　 （鹿児島大）河野　伸造

　血 中 estradiol に 比較 し， 排卵期の 2−QHE ， 値は ， 卵

胞 ， 黄体期の値に 比較 し相対的に低い よ うで すが，
こ の

こ とは どの よ うに お 考え で し よ うか ．

　回答　　　　　　　　　　　（日本大）高木　繁夫

　先生の 御指摘の 通 り，
E2 と 20HEi の 関連性 に つ き

ま して は，多 くの 問題 が あ り， 私共 も， 頭 を な や ま して

い る 所 で あ りますが，こ の 点に つ い て は今後さ らに ，検

討を加えて 行 か なけれ ば ならな い と考えて お ります．

　回答　　　　　　　　　　　 （日本大）村井　
一

郎

　性周期 に お け る E2 の パ タ
ーソ と 2・OHE ， の そ れ と

の相違，あ る い は 卵胞期 ・黄体期と排卵期 で の 2・OHE
、！

E ， の 比 率が 異 な る点に つ い て の 詳 しい 検討 は 今回 行つ

て お りませ ん ．しか し，そ れ は in　vitro で の 間脳
・’下

垂体あ る い は そ の 他の 臓器 に おける E， か ら の 転換実験

等に よ つ て 性周期で の hyClroxylatienの 変化 を み る 事が

必要で あ り， 今日 の 我 々 の 2・OHE
， の 血中動態 か らすれ

ば ，
ovulation 時 に E2 → 2−OHE1 へ の 転換が 行われ，局

所 で す で に 消耗され て い るか，ある い は他の catechol

estregen に 変つ て，それ が 作動 して い る可能性もある と

考え ます．

　 107．　 カ テ コール エ ス トロ ジ ェ ン の RIA に つ い て

　　　　　　　　　　（東京 ・帝国臓器）神戸川　明

目的 ニ カ テ コ ール ウス トロ ジ ェ ソ とは 3 の 隣に も う一個

水酸基をもつ エス ト 卩 ジ ェ ソ の 総称 で ，とくに 2−OHE
，

と 2−OHE
， は視床下部 と 下垂 体で LH の 分泌亢進 ，

catecholamin の 代謝抑制，　 oPiate 　 recePtor へ の 関与等

の 作用が認 め られ，こ れ らの 皿，組織中の 濃度を測 る こ

との 重 要性 が大 と なつ た ．

　方法 ：抗 原 の 合成 ：2tOHE
、 と （H2NOCH2CO2H ）：

HCI と ascorbic 　acid （VC ）存在下 で 反応 して 得た 2−

OHE
，
・17−CMO を isobutylchloroformateで mixed 　anhy −

dride と して BSA と結合させ た ． こ れを 透析， ク ロ マ

ト して 家兎 に 免疫 した ．一方精製時 に VC を 加 え た も

の を 同様 に 免疫 した ．3H
標識 2。OHE 、 と 2−OHE2 の 合

成 ： Er6
，
7・3H と E

，
・6

，
7・3H を Fremy 塩 （自製）で

酸化後 KI で 処理 した後 VC 含浸 silica 　 gel で ク ロ マ

トして 4−OH 体 と 2−OH 体に 分け，さ らに LH ・20 で ク

ロ マ ト と し て 2−OH の 両者 を得た ．測定法 ：EDTA 処

理 血 漿に直ち に 3％ VC を 1／10加 え冷凍す る．測定 は 血

漿2．2ml に 回収補正用 の 両者 ．
3H

　1，000dpm を加え エ ー

テ ル 抽出，水洗後 Nz で乾固，　 LH ・20 で 2・OHE
， （2．5〜

5 ．5ml ），20HE2 （7．5〜1115ml）部分 をとり， こ の 112

で 回収率を 計算 し，残 に 相当す る
3H

　5，000dpinを 加 え

て RIA を した ．

　結果 ：VC （一） の 抗原で は抗体価が 上 らず，　VC （＋ ）

抗原は 家兎 に 注射 4 ヵ 月で 得 られた 抗血 清 は 4，000倍 で

2・・OHE
，
・3H 　5

，
000dpin 使用 で Be　 75％ ，

50％置換量 2−

OHE1 が 130P9 で こ れを100％ とす る と 2・OHE
，
5％，

2−OHEs 　O・4％ ，
　 El

，　E ，　 O・15％以下 と極め て 特異性 が 高
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か つ た ．他 の
一

羽 の 抗血 清 は 2・OHE2 と25％ cross し，

こ れを利用 して 2・OHE2 −3H
を用 い て ZOHE

， の RIA

が で きた ，測定値 ： 卵胞期 と黄体期 と男 の 2・OHE 、 は

20．2± 7．5
，
25．0± 5．5

，
13± 7pg／ml ；2・OHE2 は 18．5±

5．7
，
22．7± 6．3

，
10±4pglml （各 n ＝ 5）で あっ た ．

　独創点 ：本邦初 の 抗体で あ る ．従来 の 米 と独 の 報告 は

2・OHE1 の RIA の みで あ り，2−OHEa の RIA は初め

て で あ る．

　質問，追加　　　　　　　（鹿児島大）河野　伸造 ．

　  測定用 の 2−OHE
．
2−OHE

， の tracer を Fremy’

s

salt で作成 して お られ ますが，同時 に 4・OHE ．
4−OHE2

も作成 され ， 又 2−OHEi ，
2・（）HE

、
へ の conversien 　rate

がか な り低い よ うですが ， 私達は muohro ・m 　 tyrOsinase

を 用 い E， tracer か ら 30HE ， （4−OHEt は作成 されな

い ）を作成 して い ます．同法 で の
・臥 か ら 2・OHE ，

へ の

conve 面 on 　 rate は 80％以上 で，又純度の 高い もの が 得

られ る とい う利点があ る と思 い ます．そ の 他 cold カ テ

コ ール エ ス ト ロ ゲ ソ の 作成 で すが， ニ ト ロ 化 し， 更に ア

ミ ノ 化 して作成する方法で も conversion 　rate が50％と

きわ め て高率で す の で
，

こ
．
の 方法 も応用 し て い ます．

　   測定 で blankを み る の．に water を使用 され て い

ますが，人 の blank　plasma を使用される の が最適で は

ない か と思 い ますが ．それか ら Sephadex は どの 様に し

て使用 して お られ ます で し よ うか ．か な り反応を阻害す

る 不純物 が思 わ れ ますが ．

　  2匹 の 家兎 に ，同
一

抗原免疫 し，2。QHE 、 に 対す

る結合率 は全 く異 なる抗血清が 作成され て い ますが，こ

れ は どうして 起つ た の で し よ：うか ．

　  私達 も血中非抱合型 2−OHE
， を 測定 し て い ま す

が ， 正常男子 ， 非妊娠及 び 妊婦初期 で は きわ め て 低 く

15P9以下 で，妊娠中，後期で 20P9 前後で した ．

　回答　　　　　　　　　　（帝国臓器）神戸川　明

　Catechol　 estrogen 標識物 の 作成 に Tyrosinaseの 方が

収量 が よ い との こ と，我 々 は 化学的 に Fremy ．
氏試薬で

作つ て お り酵素 で は やつ て い な い ．

　cross ％ が 日大 と 帝臓 で 少 し くい 違い が あ る の は ，数

羽 の 家兎に免疫した の で用い た抗．血清が違つ た か らで あ

る ．

　LH −20 で の ク ロ マ トで water 　Blank が 高 くない 易 い

との こ と，誠 に 同感 で LH ・20 を よ く洗 うこ と が必要で

す ．
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　108， Dopaml 鵬 agon 監s重 （Bromocriptine ） 及

び antagonist （Metoclepramtde ） 妊娠初 ・申期ホ

ル モ ン環境 に 及 ぽす影響 に 関する検討

　　　 （茨城 ・土浦協同病院）

　　　　　　　　　　　　　久保 田俊郎 ， 長江　光芳

富田　 昭 ， 潤 田　嘉朗

（東京医歯大）

　　　 矢追　良正，鎌田

　　　 生山　　博，西
・

周作 ， 鈴木

　望 ， 斉藤

　　　　　　　　　　　　　 （独協医大）熊坂

　目的 ：妊娠中 に 急増する Prolactin（PRL ）の 分泌機

構や 役割を知 る 目的 で ，Dopaminergic　 age ロts を 用 い て

妊娠時母体血 清中の PRL 分泌 動態を検討 し ， それ らが

胎盤を 中心 と し た内分泌環境に 及ぼす影響に つ い て も検

討 した ．

　方法 ：妊娠中絶 を希望す る 初 ・中期正常妊娠例及び 不

全流産 ・子宮内胎児 死 亡 例 に 対 し，1群）Bromocriptine

明

幹

弘

　

　

高

（CB ・154） 2・5mg を 1回服用 し た 18例， 皿群）Metoclo −

pramide （MCP ）10mg を静注 した 正5例 ，
皿群 ）妊娠初

期例に ヌ寸し，
CB4542 ・5Tng 又 は」5mg　を服用し ，

60分

又 eXt20分後 に MCP 　10mg を静注 した 35例 に分類し，

以後経 時的 Vt　lBO分間 の 母体 血 中 PRL
，

』HPL
，
　 HCG ，

Estradiol（Ea），
　 Progester　 ne （P），

　 GH 値を RIA に て

測定 し， 薬剤を投与 しない centrol 群 16例 と比較検討 し

た ．

　成績 ：  　1群 で は 血 中 PRI ・値 は CB ・154服用後120

分 で 有意に 低下 （Pく 0・01） し，180分値で 前値の 29．6±

4．2％を 示 し た ．ま た Ea 値 は ，初期妊娠群で 撲与後120

分 で 前値 の 68．1：ヒ11。6％，．180分 で 57　．9± 12．。8％ ととも

に有意に 低下 （P＜ 0・Ol）し特に 正常妊娠群 で 著明で あ

つ たが，中期妊娠群で は有意差 は な か つ た ．  ll群 で

は 血中 PRL 値 の 急激な上昇が み られ，そ の net 　change ・

（APRL ）は 60分値 で
， 初期群 は 176．0±30．8ngXrnl中期

群 は 312・6±66・Ongtml， 前値 との 比 （Ratie）の 、分値
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